
 第１学年　未来創造科 学習指導案 
 

​      日　時　令和７年10月31日（金） 

​    指導者　松尾友美　神田彩英子　竹吉昭人 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

１　探究課題 

 「わいわいランド」を通して「人・もの・こと」との関わりのよさに気付き、それらの活動をみんなにとってよりよく、
より楽しいものにするために、どうしたらよいのだろうか。 

 

２　単 元 名　　あそびをいっしょにきわめよう～わいわいらんど〜 

　　　　　　　　　　　　　　　 
３　授業構想と探究への手立て 

　本学年では、「わいわいランド(1年生と附属幼稚園年長児『そら組』との交流活動)」を未来創造科の中核とし
て位置付け、年間を通して取り組んでいる。わいわいランドでは、活動のテーマに沿った自分たちの思いや願
いをもって取り組み、「人・もの・こと」との関わりを振り返ることを年間を通じて積み重ねていく。そうすることで、
「人・もの・こと」と関わることの楽しさや心地よさを感じたり、相手の気持ちを考えて関わったり、自分の成長に
気付いたりすることができるようになることを願っている。 

　以上のことを踏まえ、第１学年の未来創造科では、「わいわいランド①～⑥」を次の５つの探究の過程で捉え
ている。 

①課題の設定 

　４月から学校生活がスタートし、日々の学校生活に加え、全校の縦割り活動である「スマイル活動」、２年生に
案内をしてもらった「がっこうたんけん」、１年のみで行った「せんせいのなまえをおしえてね」などの活動によっ
て、新しい友だちや先生と出会ったり、教室や学校生活を支える場所などに行ったりすることで、たくさんの
「人・もの・こと」と関わる場を設定している。また、本校は、幼稚園・前期・後期が同じ敷地内にある。小学校の
みならず、幼稚園にも興味をもち、「どのような場所だろう？」という思いから、幼稚園の園庭で遊ぶ活動を設定
する。まずは、園庭での遊びを通して、幼稚園、更にはそこで暮らす園児にも思いを広げ、「自分たちだけでな
く、幼稚園の人たちとも一緒に楽しく遊びたいな」という願いをもつ。そこから１年生とそら組で１年間一緒に楽し
く活動し、お互いのことを知ったり、仲良くなったりすることを目的に「わいわいランド」を行うことを確認する。 

　わいわいランド①では、幼稚園へ行き、そら組と一緒に園庭で遊ぶ活動を行う。そら組との活動を通して、
「もっとそら組さんと仲良くなりたい」「一緒にもっと楽しく遊びたい」という思いが生まれると考える。そこから、
「そら組さんと１年生のみんなでたくさん仲良くなって、たくさん楽しく遊ぼう」というわいわいランド全体にも通じ
る課題を設定する。 

②情報の収集 

　「そら組さんと、たくさん仲良くなって、たくさん楽しく遊びたい」という思いから、わいわいランド②では、更に園
庭でそら組と自由に遊ぶ活動を設定する。この活動を通して、どんな遊びをすると一緒に楽しく遊べるかという
視点で更にそら組に対する理解を深め、これからも一緒に活動していきたいという思いが高まる。 

　わいわいランド③では、「幼稚園だけでなく、前期課程のことを知ってほしい」「前期課程で一緒に遊びたい」と
いう思いから、ペアで前期課程で遊ぶ時間を設定する。今年度、ペアを組むにあたり、わいわいランド①・②の
中で園児・児童の遊びの様子を観察したり、アンケートを実施したりして、子どもたち一人一人ががどのような
遊びを好むのかを調べ、なるべく好みの傾向が合うようにペアを設定する。このことで、ペアの園児を中心に、
より能動的な関わりのもと、そら組のことを知ったり、仲を深めたりすることができるようにしていきたい。 

③整理・分析 

　わいわいランド④では、ペアでの試し遊びを行う。わいわいランド⑤に向けて、「自分たちはどんな遊びが好き
だろうか」「これからどんな遊びをきわめていきたいか」など遊びを通して考える。わいわいランド⑤では、「あそ
びをいっしょにきわめよう」の活動を行う。ペアで選んだ遊びを、どうしたらもっと楽しくなるか年長児やペアの児
童を中心に他者の考えや思いを汲み取りながら、相互に意見を伝え合い、試行錯誤しながら自分たちにとって
よりよい遊びになるように取り組むことができるようにしたい。 

④まとめ・表現 

　わいわいランドの活動を中心に、そら組と一緒に楽しく遊んだり、お互いの行事の様子を見合ったりすること
などを通して、仲が深まっていると考える。わいわいらんど⑥では、来年度１年生になるそら組に、前期課程に
ついて紹介する活動を行う。そら組が安心して入学できるように、紹介する内容や伝え方について考えていき
たい。 

⑤ふりかえり・価値付け 

　ふりかえりでは、めあてに対して自分がどうだったか、ペアの活動でできたことやできなかったこと、次にがん
ばりたいことなどを全体で共有したり、ワークシートで絵や言葉を使って振り返ったりする。 

　本単元は、４月から積み重ねてきたわいわいランドの５回目の活動となる。これまで、わいわいランド①～④
では、幼稚園や前期課程での遊びを通してお互いの仲を深めてきた。本単元では、これまで仲を深めたそら組
と、更に楽しく活動をしたいという願いのもと、『ペアで選んだ遊びをとことん遊び込み、どんどん楽しい遊びにし
ていく』ことを目的とする。そのためのペアでの関わり、試行錯誤や工夫を通して、「人・もの・こと」と関わること
の楽しさや心地よさを感じたり、相手の気持ちを考えた関わりができるようになったりすることを目指している。 



　前時までに、それぞれのペアで「〇〇のあそびをきわめよう」という課題を設定し、それに向けて、試し遊びを
始め、「情報収集」をしている。遊び始めている子どもたちは、「もっと～したら楽しくなるかも」とよりよい遊びを
目指した工夫の視点を見いだしている。 

　本時では、「情報収集」から「整理・分析」の場面の時間と位置付ける。もっと楽しい遊びにするために、それ
ぞれで試行錯誤を繰り返しながら取り組んだり、ちがうペアの人に試してもらったり、意見を求めたりしながら、
子どもたちが自ら主体的に遊びを工夫していけるようにしたい。１年生にはペアで話し合ったことをワークシート
やChromebookに記録し、活動やふりかえりに生かしていけるようにする。また、子どもたちが試行錯誤を繰り
返し行えるよう、必要に応じた物や場の確保、子どもたちの思いや願い、そら組、１年生双方の具体的な考えを
把握し、それぞれの目的に迫れるような言葉を引き出しながら考えを掘り下げるような働きかけをしていきた
い。ふりかえりでは、１年生については、相手の思いに寄り添いながら関わることができたか、年長児について
は、自分の考えや思いをしっかりと伝えることをねらっていく。幼稚園、前期課程の教員がそれぞれのねらいを
把握した上で捉えたお互いの姿を価値付けながら、計画に沿った取り組みができたかどうか、更に次時に向け
てどのように取り組んでいきたいか思いを高め、見通しをてるようにしていきたい。 

　 
４　評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①自分の周りの人・もの・こと　と
関わり、特徴やよさに気付　いてい
る。 

②人に聞いたり、本で調べたり　し
て必要な情報を集めてい　　る。 

 

 

①これまでの経験に基づく知識　
や気付きをもとに問いをもっ　てい
る。 

②自分の体験を通して、身近な　
人・もの・ことから情報を集　めて
いる。 

③集めた情報から、よりよい課　題
解決に向けて、考えたり、　試した
りしている。 

④相手や目的に応じて、表現方　
法を考えて表現している。 

 

①学んだことを振り返り、自分のよ
さや可能性に気付き、意欲や自
信をもってよりよく生活しようとす
る。 

②相手の考えやよさを感じなが
ら、身近な人と力を合わせて課
題を解決しようとしている。 

③具体的な活動の中で気づいたこ
とをもとにやりたいことを見付け
自ら働きかけようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５　指導と評価の計画（全102時間　本時56／102時間） 
 

小単元名（時数） 学習過程 主な学習活動 
評価規準及び評価方法 

※〇は記録に残す評価 



１　わいわいランド① 

～そらぐみさんといっしょ
にあそぼう～ 

（23時間） 

課題の設定 

情報の収集 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理・分析 

 

 

 

まとめ 

・表現 

ふりかえり 

・価値付け 

・学校のくらし方について知る。 

・２年生と一緒に学校探検をし、色々な場
所を教わる。 

・学校の色々な場所に行ったり教職員にイ
ンタビューしたりする。 

・校庭や中庭などで、季節（春）の生き物
や植物を見つける。 

・あさがおやさつまいもを育てたり、観察し
たりする事を通して、植物の成長の変化
を見つける。 

・学校探検や春見つけと関連させて、幼稚
園の園庭で遊び、場所を知る。 

・そら組と出会い、年間を通して活動して
いくことを知る。 

・季節を感じながら幼稚園の園庭で一緒に
遊ぶ。 

知② 

態① 

 

 

 

知① 

 

知① 

 

 

 

 

 

 

知② 

 

 行動観察 

行動観察 

 

 

 

行動観察 

記述分析 

行動観察 

記述分析 

 

 

 

 

 

行動観察 

発言分析 

２　わいわいランド②～そ
らぐみさんともっとなかよく
なろう～ 

（５時間） 

課題の設定 

情報の収集 

 

 

 

ふりかえり 

・価値付け 

・もう一度園庭でそら組と遊び、仲　　を深
める。 

・園庭の遊具で遊んだり、生き物や　　植
物を観察したり、室内での遊び　　をしたり
して楽しむ。 

・自分たちの活動を振り返り、次の活動に
つなげていく。 

態① 

 

知① 

 

 

 

行動観察 

 

行動観察 

発言分析 

３　わいわいランド➂ 

～ペアのそらぐみさんとで
あい、ぜんきかていであそ
ぼう～ 

（７時間） 

課題の設定 

情報の収集 

整理・分析 

　　 

 

ふりかえり 

・価値付け 

・そら組を知るために、インタビュー　をす
る。 

・年長児に名刺を贈る。 

・年長児を前期課程に招待し、ペア　　で
の遊びを考えて一緒に遊ぶ。 

・自分たちの活動を振り返り、次　　　の活
動につなげていく。 

知①② 

 

 

 

 

思① 

態① 

 

 

 

 

 

○ 

行動観察 

発言分析 

 

 

 

行動観察 

発言分析 
４　わいわいランド➃〜ペ
アのそらぐみさんとあそぼ
う〜 

（13時間） 

課題の設定 

情報の収集 

整理・分析 

 

 

 

まとめ 

・表現 

ふりかえり 

・価値付け 

・夏ならではの自然に触れたり、遊び　を
考えたりする。 

・夏休みの作品や思い出を紹介する。 

・園庭や身の回りのものを使っていろ　い
ろな遊びをする。 

＜業間休みに園庭で自由遊び＞ 

・自分たちの活動を振り返り、次の活　動
につなげていく。 

知① 

 

 

思① 

 

 

態① 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

発言分析 

記述分析 

 

 

 

 

発言分析 

記述分析 

発言分析 

記述分析 

 

５　わいわいランド⑤ 

～そらぐみさんとのあそび
をきわめよう〜​
本時（８／20時間） 

課題の設定 

情報の収集 

 

 

 

 

 

 

整理・分析 

 

 

 

 

 

まとめ 

・表現 

ふりかえり 

・価値付け 
 

・学校や学校周辺で自然に触れ、季　　節
の変化を感じたり、遊びに使え　　そうな自
然のものなどを見つけた　　りする。 

・そら組と1年生が楽しむためにどんな遊
びができそうか考えを出し合う。 

・極めたい遊びを話し合う。 

・どのような工夫をするともっと楽しくなる
かを考えながら、遊びを試す。 

・（本時）前時までのふりかえりをいかし
て、もっと楽しくなる工夫を試しながら遊
びをつくる。 

・楽しくなる工夫を盛り込みながら、自分た
ちが極めたあそびを紹介する。 

・自分たちの活動をふりかえり、次の活動
につなげていく。 

知① 

 

 

 

 

 

 

思③ 

思➀② 

 

態③ 

態➀② 

 

 

 

 

 

思④ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

発言分析 

記述分析 

 

 

 

 

 

発言分析 

記述分析 

　 

発言分析 

行動観察 

 

 

 

 

 

発言分析 

記述分析 

６　わいわいランド⑥ 

～ぜんきかていでまってる
課題の設定 

情報の収集 

・そら組と学校や学校周辺で秋なら　　で
はの自然に触れ、季節の変化を　　感じた

知① 

 

 
 

発言分析 

記述分析 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
６　本時の学習 
(1) 目標 
　ペアで考えている遊びがもっと楽しくなるように、同じペアの友達や周りの友達の考えを聞いたり自分の考え
を伝えたりして、試行錯誤しながらさらに楽しい遊びになるように取り組むことができる。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　（思考力、判断力、表現力等） 
 
(2) 展開 

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

よ～（34時間）  

 

 

 

　 

　 

 

 

 

 

整理・分析 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

・表現 

 

ふりかえり 

・価値付け 

り、木の実や落ち葉などを　　見つけたり
する。 

・２年生と一緒にさつまいもを収穫し、収穫
したさつまいもを焼き芋にし、味わいな
がら収穫への感謝の気持ちをもつ。 

・冬ならではの遊びや、冬を中心にされて
いた昔ながらの遊びについて知り、季節
を感じながら遊びを楽しむ。 

・冬の遊びなどこれまでの学習を生かし
て、最後のそら組との交流活動を考え
る。また、交流活動の際には、４月から
の前期課程でのくらしが楽しみになるよ
うな工夫を考える。 

・４月から新１年生を迎えるための、入学
式でのお迎えの言葉や歌の計画や練
習をする。 

・１年間を振り返り、できるようになったこと
やがんばったことをもとに、自分の成長
をまとめる。 

・自分の成長をふまえて、1年間のわいわ
いランドを振り返り、楽しかったことやで
きるようになったことをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思② 

思➀③ 

 

 

 

 

 

 

態② 

態➀③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

　 

 

 

 

 

 

 

 

発言分析 

記述分析 

　 

行動観察 

 



１.今までの活動を振り返り、本時の見通しをもつ。 
〇全体で今日の活動の流れを確認し、ペアごとに活動　内
容を話し合う。 
・お水を流すコーナーの形をおもしろくしたい。 
・砂場の松江城や堀をもっと大きくしたい。 
・どろだんごにどんぐりを入れるとおもしろそう。 
・段ボール線路をもっと長く大きくしたい。 
・お店屋さんごっこができるように準備したい。 
・そら組さんの考えをちゃんと聞いて協力したい。 
 
 
 
 
２.ペアで遊びを”きわめて”いく。 
～「あそびきわめタイム」～ 
〇ペアごとにもっと遊びが楽しくなるように思考錯誤　する。 
・どろだんごの中にどんぐりや葉っぱを入れると、い　ろいろ
などろだんごができそうだよ。 
・お店屋さんの商品を増やそう！食べものや飲み物の　セッ
トがあると楽しめそうだね。 
・松江城や堀がもっと本物みたいに見えるようにした　い
ね。堀に遊覧船を浮かべてみるのもいいかも。 
 

 
・自分ががんばりたいことを引き出すことで、目的　意識
をもって、主体的に活動に取り組めるように　する。 
・前時までの取組について、「あそび極めノート」　をまと
めておくことで、年長児との話し合いに　　生かすことが
できるようにする。 
・見通しをもって活動できるように、活動の流れを　掲示
しておく。 
 
 
 
 
 
・ペアでの試行錯誤に加え、子どもたちからの要望　に
応じて、他のペアの遊びへの視察をしてもよい　と伝え
ることで、自分たちの遊びをよりよく工夫　できるようにす
る。 
・試行錯誤する意欲や工夫を価値付けるため、子ど　も
たちがお互いのアイデアを出し合ったり、考え　を受け止
めて試したりしているところを見取っ　 
　たり声をかけたりする。 
 
 

３.本時を振り返る。 
〇ペアや同じ遊びの他のペアで活動を振り返る。 
・お店屋さんごっこで売る商品を増やしたのがよかっ　た
ね。次も新しい商品を増やそうね。 
・どろだんごの中にどんぐりや葉っぱを入れたら、壊　れや
すくなったよ。次は壊れにくいようにしたい　 
　な。 
・松江城の堀にお水を入れすぎると池になってしまう　から、
堀の深さや水の量にも気を付けてつくった　 
　よ。 
 
〇全体で今日の活動を振り返る。 
・そら組さんと一緒に協力してもっと楽しい遊びにで　きた
よ。次はもっと楽しくしたいよ。 
・今日は、うまくいかなかったところもあったけど、 
　次はうまくいくように一緒に考えたいな。 
・あと４時間あるから４時間の中でいっぱい遊びを進　化さ
せたいな。 

・１年生が中心となって「今日試したいことや工夫　した
いことをやってみてどうだったか。」「次は　どうしたい
か。」など、ふりかえりの視点を明確　にしておくことで、
ふりかえりが深まり、次の遊　びに向けて見通しがもて
るようにする。 

 
・全体の場で、友達の考えをしっかりと聞き、取　　り入
れようとする姿やもっとこうしたいなど次時　への思いを
もつ姿を紹介し、具体的な言葉で価値　付け、次時への
活動へつなげていけるようにす　　る。 

(3) 評価 
十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 

　概ね満足できると判断される状況に
加え、ペアや他の友達などの考えを
受け止めながら自分なりにさらに考え
て伝えることができる。また、ペアや
他の友達などの考えを生かしながら
試行錯誤をし、さらに楽しい遊びにな
るように取り組んでいる。 

　ペアで考えている遊びがもっと楽し
める遊びになるように、同じペアの友
達や周りの友達の考えを聞いたり自
分の考えを伝えたりして、試行錯誤し
ながら、さらに楽しい遊びになるよう
に取り組んでいる。 

「あそび極めノート」を見ながら、思い
や考えを引き出し、それを代弁しなが
らペアの友達同士の関わりを促す。 

 


